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国連援助で復興し、公共的施設は全くすはらしいが、民

間のものはみすぼらしく、その対象的であった。ケロン

に行って見てEECの活動の模様がうかがわれ、北欧に

も及んでいる姿を見た。

や工業施設をどしどし建設し、その効果が出ておった。

アルジェリヤ問題は新聞等で見て居った危険性などフラ

ンスでは全くなく、国民大衆は早く結末ついて、平和に

なることを希望して居り、なる物がなったと感じであっ

た。大体アルジェリヤとの交渉は700年前からで、殊に

130年前農耕移民として広漠な沃野を開拓してから今日

の繁栄が生れた。

その時の資本家達が放粟を面白く思わず、斗争の渦を

巻き起した。CASの模様は巴里でよく見られた。フラ

ンスには暴動に対処する特別警察があるが、各重要物に

は厳重警備態勢をとって屠った。フランスでもう少し政

府自体日本品輸入に心して呉れると日本品ブームが湧く

可能性がある。

フランス人は昔からの伝説のもの、北斎、浮世絵、押

絵、手拭等のものを悦んで、現代のモダンなデザインも

のは少しも喜こぼなかった。

○（前回より続く）

清　河　八　郎　の　生　涯

成　沢　米　三　君

江戸に出た清河八郎は学を東条一望に、剣を千葉周作

に学んだ。二十二才の10月15日の日記に「余8月より夜

は丑（干前2時）非ざれは敢えて寝ねず、今日より始め

て夜は子（12時）に寝て蛋（午前4時）に起きんことを

期す」とありその刻苦精励は尋常のものでなかった。

文武共に自信を得たので、安政元年2月、江戸の神田

三河町に一家を求めて墓を開いて子弟を養ったのである

後には文武南所という看板を掲げたというが、一人で学

問と剣道を教えるという塾は江戸広しと雄も無かったと

いう。弟子に教える教科書は自分の著書を自分で活字を

求めてこれを印刷して使ったという進歩的な面もあった

安政庚申春活字という翁尭論武道篇などは現在遺品と

してのこっている墓生もだんだん増して充たが、この頃

日本は幕府が朝廷の意に反して諸外国と和新条約を結ん

だり、国民の与論に反して将軍の継嗣に家茂を決めたこ

と等から安政の大獄となり、その為に大老伊直弼は白昼

桜田門外で水戸浪士の為に殺されるなど国内凝然たるも

のあった。

日斉は将来どうなるのかイギリス、アメリカ、ロシア

等に占領されるのでないかというようなことで国民の不

安は甚しく、孝明天皇は勅任を伊勢神宮に使わして戻頁

の祈願をするなど、日本は国家存亡の危機に直面してい

たのであるが、当時の幕府ではこの非常時局を収拾処理

することは出来ない状態であった。

そこで清河八郎はこの非常時局に20人や30人に経書の

講義をしているのは頁の学問ではないとして決然起って

国家革新の実践運動に挺身したのである。

活河八郎の主旨は、今日の非常時局を救うの道は、天

皇を中心にして国民が一致団結して国矧ノこ当るべきだと

いう所謂尊皇壊頁の思想であった。活河八郎は文久元年

5月より約1年半幕府の探索きびしい中を水戸、仙台、

京都、九州の各地を遊説して勤皇の士を募ったのである

清河八郎は気性豪毅、学問あり剣に於いても山岡鉄舟と

肩をならべる抜群の按価を持っていたので、各地に於い

て肝胆相照らす同志を得た。京都の田中河内介、九州の

松村大成、平野国臣、真木和泉はじめ幕臣の山岡琵舟、

高橋泥舟も同盟の士であった。清河八郎は東北の片田舎

である清川村に生れ、且つ草葬の一匹夫にして水戸、仙

台、京都、薩摩、長州の志士の問にあって、常に尊皇撰

薫の主導的地位にあったことは、清河八郎の偉大なるこ

とを如実に物語るものである。

この回天の大事業将に成らんとして、惜しいことに文

久3年4月13日、江戸麻布一ノ橋々畔に於いて幕府の刺

客の為に非命に契れたのである。時は年三十四才であっ

た没後28年、明治24年11月靖国神社に示巳られ、明治41年

9月には特旨を以て正四位を贈られ、明治4う年には東京

並清川に於いて五十年祭を行ったが、今年は没後召年忌

に当っている。

〇二コニコ箱

張君　枚本署の全快を祈念して

〇本日の献立

刺身　平目、焼物　天口塩焼、お汁よしがに


